
広報えちぜん 2広報えちぜん

糸
生
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
12
年
ぶ
り
の
優
勝

【
成　
績
】

◎
男
子
の
部

《
予
選
リ
ー
グ
Ａ
》

朝
日
９―

１
小
松
（
山
形
）、
朝
日
１―

１
今

市
（
栃
木
）、
朝
日
２―

２
島
松
（
北
海
道
）

＝
朝
日
予
選
２
位
通
過

《
予
選
リ
ー
グ
Ｄ
》

糸
生
８―

０
南
原
（
栃
木
）、
糸
生
５―

０
彦

根
若
葉
（
滋
賀
）
＝
糸
生
予
選
１
位
通
過

《
予
選
リ
ー
グ
Ｇ
》

常
磐
０―

１
今
市
第
三
（
栃
木
）、
常
磐
１―

３
北
・
南
山
形
（
岩
手
）
＝
常
磐
予
選
敗
退

《
予
選
リ
ー
グ
Ｈ
》

Ｅ
・
Ｈ
１―

３
漆
山
（
新
潟
）、
Ｅ
・
Ｈ
１―

２

東
部
・
大
谷
（
富
山
県
）
＝
Ｅ
・
Ｈ
予
選
敗
退

《
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
》

【
１
回
戦
】 

朝
日
２―

１
東
部
・
大
谷
、

 

糸
生
５―

０
久
保
（
岩
手
）　

【
２
回
戦
】 

朝
日
３―

０
北
・
南
山
形
、

 

糸
生
３―

１
馬
木
（
島
根
）　

【
準
決
勝
】 

朝
日
１―

０
Ｋ
Ｕ
Ｇ
Ａ
（
山
口
）、

 

糸
生
３―

２
春
照
（
滋
賀
）

【
決　

勝
】 

糸
生
０―

０
朝
日
（
PS
２―

０
）

◎
女
子
の
部

《
予
選
リ
ー
グ
Ａ
》

常
磐
１―

２
蟹
谷
（
富
山
）、
常
磐
３―

０
彦

根
若
葉
（
滋
賀
）、
常
磐
１―

０
轟
二
（
栃
木
）

＝
常
磐
予
選
２
位
通
過

《
予
選
リ
ー
グ
Ｅ
》

朝
日
２―

０
落
合
東
（
栃
木
）、
朝
日
１―

０

今
市
第
三（
栃
木
）、朝
日
７―

０
白
根
源（
山
梨
）

＝
朝
日
予
選
１
位
通
過

《
予
選
リ
ー
グ
Ｇ
》

Ｅ
・
Ｈ
６―

０
大
室
（
栃
木
）、
Ｅ
・
Ｈ
２―

２

大
谷
（
富
山
）
＝
Ｅ
・
Ｈ
予
選
２
位
通
過

《
予
選
リ
ー
グ
Ｈ
》

糸
生
１―

３
今
市
（
栃
木
）、
糸
生
１―

０
小

松
（
山
形
）
＝
糸
生
予
選
２
位
通
過

《
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
》

【
１
回
戦
】 

常
磐
１―

０
今
市
、

 

朝
日
２―

３
豊
岡
中
部
大
桑（
栃
木
）、

 

糸
生
１―

２
蟹
谷
、

 

Ｅ
・
Ｈ
１―

４
小
百
（
栃
木
）

【
１
回
戦
】 

常
磐
１―

０
東
部
・
石
動

【
準
決
勝
】 

常
磐
０―

６
豊
岡
中
部
大
桑

「ホッケーのまち 越前町」
日本一の栄冠を
つかむ 　８月に開かれた第30回全国スポーツ少年団ホッケー交流大会、第38

回全日本中学生ホッケー選手権大会で、それぞれ男子の部の決勝戦が
越前町チーム同士の対戦となる快挙を達成しました。
　町内のチームは、日頃から全国制覇を目標に練習に励み、各種大会や
他県チームとの練習試合による交流によりレベルアップに努め、その成
果が今回の栄光へと繋がりました。

【全国スポーツ少年団ホッケー交流大会 男子の部】
最後まで激闘をみせた糸生・朝日スポ少選手のガッツポーズ

男子の部決勝　糸生－朝日のゴール前の攻防

日本ナンバー１・２の
栄光を関町長に報告
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【全日本中学生ホッケー選手権大会男子の部 決勝】
朝日中学校ー糸生中学校　ゴールを狙いシュート！

決勝での健闘を讃え合う朝日中・糸生中の選手たち

選手たちが､ 歴史に名を刻む素晴らしい結果を報告

町ホッケー場で行われた滋賀県若葉スポーツ
少年団との交流大会 (平成20年5月 )


	広報えちぜん44号.pdfから抽出した内容1
	広報えちぜん44号
	広報えちぜん44号（連載_芸能~伝え受け継ぐもの~_幸若の会）

